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令和２年６月１２日（金曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第４２号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第５号） 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１５人） 

       谷  江  正  照  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       尾  形  み ち 子  委員         長  澤  長右衛門  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         枝  松  直  樹  委員 

       川  崎  朋  巳  委員         髙  橋  義  明  委員 

       大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  塚  田  哲  也 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 
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佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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午前１０時００分 開 会 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○棚井裕一委員長 出席委員は定足数に達して

おりますので、これより予算特別委員会を開会

いたします。 

 予定された当予算特別委員会の日程は、本日

１日でありますので、各委員の御協力をお願い

いたします。 

 今期定例会において当予算特別委員会に付託

されました案件は、補正予算１件であります。 

 これより直ちに審査に入ります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４２号 令和２年度上山市一般 

       会計補正予算（第５号） 

 

○棚井裕一委員長 議第４２号令和２年度上山

市一般会計補正予算（第５号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第４

２号令和２年度上山市一般会計補正予算（第５

号）につきまして御説明を申し上げます。 

 補正予算書の１ページをお開き願います。 

 令和２年度上山市の一般会計補正予算（第５

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ１億６，３００万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１７６億４，２００万円とするものであり

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

によるものであります。 
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 それでは、歳入歳出予算補正について御説明

申し上げますので、２ページ、３ページをお開

き願います。 

 「第１表 歳入歳出予算補正」について、最

初に歳入から申し上げます。 

 １５款国庫支出金は、２億２，４６２万円を

増額し、補正後の額を４６億３，００７万３，

０００円とするものでありますが、２項国庫補

助金の増によるものであります。 

 １８款寄附金は、１００万円を増額し、補正

後の額を９億２１０万円とするものであります。 

 １９款繰入金は、６，６７８万２，０００円

を減額し、補正後の額を４億３，２３６万９，

０００円とするものであります。 

 ２１款諸収入は、４１６万２，０００円を増

額し、補正後の額を１１億９，５９８万９，０

００円とするものでありますが、５項雑入の増

によるものであります。 

 以上の結果、歳入合計では１億６，３００万

円を増額し、補正後の歳入合計を１７６億４，

２００万円とするものであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、３ペ

ージを御覧ください。 

 １款議会費は、３５０万円を減額し、補正後

の額を１億５，４１９万８，０００円とするも

のであります。 

 ２款総務費は、４，９７４万８，０００円を

減額し、補正後の額を４９億９，０４５万６，

０００円とするものでありますが、１項総務管

理費の減によるものであります。 

 ４款衛生費は、４０８万円を増額し、補正後

の額を８億４，２８３万２，０００円とするも

のでありますが、１項保健衛生費の増によるも

のであります。 

 ７款商工費は、１，２４１万７，０００円を

増額し、補正後の額を１５億６，９８０万３，

０００円とするものであります。 

 ８款土木費は、７８万２，０００円を増額し、

補正後の額を１０億９，０８０万円とするもの

でありますが、４項都市計画費の増によるもの

であります。 

 ９款消防費は、８，０００万円を増額し、補

正後の額を６億７，３６５万９，０００円とす

るものであります。 

 １０款教育費は、１億１，８９６万９，００

０円を増額し、補正後の額を１６億７，８１１

万６，０００円とするものでありますが、２項

小学校費で８，６８６万１，０００円、３項中

学校費で４，９９０万８，０００円、５項社会

教育費で８５万円を増額し、６項保健体育費で

１，８６５万円を減額することによるものであ

ります。 

 以上の結果、歳出合計では１億６，３００万

円を増額し、補正後の歳出合計を１７６億４，

２００万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書について御説明申し上げ

ます。 

 最初に、歳出から御説明申し上げますので、

１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 １款議会費１項１目議会費は、３５０万円の

減でありますが、議会運営費で、議会の総意に

より常任委員会行政調査の中止と政務活動費の

交付申請の取りやめにより、関連する経費を減

額するものであります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、

４８５万６，０００円の減でありますが、国際

交流推進費で新型コロナウイルス感染症対策の

ため、ドナウエッシンゲン市からの学生訪日団

受入れと友好都市盟約締結２５周年記念市民訪

問団派遣を中止することから、その経費を減額



－１２４－ 

する一方で、盟約締結２５周年記念事業に対し、

一般財団法人自治総合センターのコミュニティ

助成事業助成金１３０万円の交付決定を受けた

ことにより、財源更正を行うものであります。 

 ６目企画費は、４，７５０万円の減でありま

すが、まちづくり推進事業費で中山地区公民館

運営協議会が実施する備品整備事業にコミュニ

ティ助成事業助成金の交付決定により２５０万

円を増額する一方で、基金積立金について、小

中学校でのＧＩＧＡスクール構想事業に必要な

財源を複数年にわたり確保するため予定してい

たふるさと納税基金への積立てを事業の前倒し

実施により取りやめることから、５，０００万

円を減額することによるものであります｡ 

 ７目情報管理費は、９０万８，０００円の増

でありますが、光ケーブル管理費で、山元地区

へ光通信を行うため敷設している光ケーブルが

車両事故により損傷したことに伴い、必要な修

繕費を計上するものであります。 

 ８目市民生活対策費は、１７０万円の増であ

りますが、防災対策推進費でコミュニティ助成

事業助成金を活用し、狸森地区会が実施する防

災備品の整備事業に補助金１７０万円を交付す

るものであります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策費（感

染防止対策）で、補正額はありませんが、マス

ク、消毒用アルコールなどの購入に係る財源３

８１万８，０００円に対し国の新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用する

ことに伴い、財源更正を行うものであります。 

 なお、このたびの補正では、既に予算計上済

みの事業に対し同じように財源更正を行うもの

が複数あることから、以下、同臨時交付金を単

に臨時交付金と省略して御説明いたします。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務

費は、補正額はありませんが、新型コロナウイ

ルス感染症対策費（子育て世帯支援）で、ひと

り親家庭等への生活支援のため児童扶養手当支

給世帯に１万円を給付する事業の財源２００万

円について、臨時交付金の活用による財源更正

を行うものであります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務

費は、４０８万円の増でありますが、新型コロ

ナウイルス感染症対策費（感染防止対策）で、

医師会に委託している在宅当番医制業務・平日

夜間診療業務で、初診者が発熱等で受診する割

合が増加し、医師等の医療従事者の新型コロナ

ウイルス感染リスクが高まることから、医療体

制維持のため委託料を増額するものであります。 

 ５目健康増進事業費は、補正額はありません

が、上山型温泉クアオルト事業費で毎日ウォー

キング等業務委託料の財源２３１万５，０００

円について、また健康づくり推進事業費では、

ＩＣＴを活用した健康ポイント事業の財源９９

７万１，０００円について、それぞれ国の地方

創生推進交付金の活用による財源更正を行うも

のであります。 

 ５款１項労働費１目労働諸費は、補正額はあ

りませんが、新型コロナウイルス感染症対策費

（雇用維持）で、国の雇用調整助成金に本市独

自に上乗せ支給することとした事業の財源２，

０００万円について、臨時交付金の活用による

財源更正を行うものであります。 

 次のページ、１２、１３ページをお開き願い

ます。 

 ７款１項商工費２目商工業振興費は、補正額

はありませんが、臨時交付金を活用し、合計で

８，２００万円の財源更正を行うものでありま

す。内訳は、新型コロナウイルス感染症対策費

（経営維持）では、県の緊急経営改善支援金に



－１２５－ 

本市が上乗せ支援した事業、県の商工業振興資

金利用者への利子補給事業及び県の緊急経営改

善支援金の対象外の事業者へ１０万円を支給す

る事業での財源４，０００万円を、新型コロナ

ウイルス感染症対策費（消費喚起）では、プレ

ミアム付商品券発行事業補助と商店街等による

新たな事業展開や魅力向上を目的とする事業補

助の財源４，２００万円をそれぞれ財源更正す

るものであります。 

 ４目観光物産費は、１，２４１万７，０００

円の増でありますが、インバウンド推進事業費

では、東北観光復興対策交付金を活用し、海外

プロモーションや外国人受入環境整備に要する

経費１，０７８万円を計上するものであります。 

 なお、本事業は新型コロナウイルスの感染が

顕在化する以前に、国の支援制度として進めら

れてきたことから、今後、状況に応じて事業実

施の可否を含めて対応してまいります。 

 上山型温泉クアオルト事業費では、国の地方

創生推進交付金を活用し、新たに西山と蔵王高

原坊平にクアオルト認定コース２コースを整備

するため、１６３万７，０００円を計上するも

のであります。 

 新型コロナウイルス感染症対策費（経営維

持）では、温泉旅館へ入湯税相当額を支援する

事業の財源２，１００万円を、新型コロナウイ

ルス感染症対策費（受入環境整備）では、市内

観光関係団体が実施する観光客受入れのための

支援事業の財源２００万円をそれぞれ臨時交付

金の活用による財源更正を行うものであります。 

 ８款土木費４項都市計画費１目都市計画総務

費は、７８万２，０００円の増でありますが、

都市計画事業費で国の集約都市形成支援事業費

補助金の交付要綱改正に合わせ、立地適正化計

画策定業務委託に低未利用地の活用等を含める

ため、委託料を増額するものであります。 

 ９款１項消防費１目常備消防費は、補正額は

ありませんが、新型コロナウイルス感染症対策

費（感染防止対策）で、感染防止衣等の購入財

源に臨時交付金１，２００万円と、上山建設ク

ラブより頂いた寄附金１００万円を充当するこ

とによる財源更正を行うものであります。 

 ３目消防施設費は、８，０００万円の増であ

りますが、市単独消防施設整備事業費で、救急

車用車庫や除染室等を消防庁舎別棟として増築

し、感染防止の機能強化と環境整備を図るもの

であります。 

 １０款教育費２項小学校費２目教育振興費は、

８，６８６万１，０００円の増でありますが、

教育機器整備事業費で国のＧＩＧＡスクール構

想の実現に向けて、国の補正予算を活用して児

童が１人１台のコンピューターを利用できる環

境を整備するものであります。 

 ３項中学校費２目教育振興費は、４，９９０

万８，０００円の増でありますが、教育機器整

備事業費で、小学校同様に生徒が１人１台のコ

ンピューターを利用できる環境を整備するもの

であります。 

 次のページ、１４ページ、１５ページをお開

き願います。 

 ５項社会教育費２目公民館費は、７５万円の

増でありますが、公民館整備事業費で、久保手

公民館の改修工事に対する公民館類似施設建築

費補助金を計上するものであります。 

 ４目文化芸術費は、１０万円の増であります

が、文化財等保護管理費で、登録有形文化財ニ

ュー村尾浪漫館離れ等の今後の在り方を検討す

るため、調査委託料５００万円を計上する一方

で、文化芸術振興事業費で予定していた小中学

校演劇等公演について、新型コロナウイルス感
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染拡大防止のため事業中止を決定したことから、

業務委託料４９０万円を減額するものでありま

す。 

 ６項保健体育費２目体育振興費は、１，８６

５万円の減でありますが、東京オリンピック・

パラリンピックホストタウン推進事業費で、オ

リンピック競技大会の延期により、ポーランド

陸上連盟の事前合宿に対する負担金を減額する

ものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げます。 

 前に戻りまして、８ページ、９ページをお開

き願います。 

 １５款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費

国庫補助金は、１億５，６０２万１，０００円

の増でありますが、地方創生推進交付金と新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を計上するものであります。 

 ５目土木費国庫補助金は、３１４万２，００

０円の増でありますが、立地適正化計画策定業

務の財源として、集約都市形成支援事業費補助

金を計上するものであります。 

 ６目教育費国庫補助金は、５，６８３万５，

０００円の増でありますが、ＧＩＧＡスクール

事業の財源として小学校及び中学校教育設備補

助金を計上するものであります。 

 ７目商工費国庫補助金は、８６２万２，００

０円の増でありますが、東北観光復興対策交付

金を計上するものであります。 

 １８款１項１目寄附金は、１００万円の増で

ありますが、新型コロナウイルス感染症対策へ

の指定寄附金を計上するものであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は、６，６

７８万２，０００円の減でありますが、財政調

整基金取りくずしで９，６７８万２，０００円

の減、ふるさと納税基金取りくずしでＧＩＧＡ

スクール事業の財源とするため３，０００万円

の増とすることによるものであります。 

 ２１款諸収入５項３目雑入は、４１６万２，

０００円の増でありますが、コミュニティ助成

事業交付金で自治総合センターからの交付金３

件、５５０万円を計上し、小中学校演劇等公演

鑑賞料は、小中学校演劇教室の中止に伴い児

童・生徒負担分１３３万８，０００円を減額す

ることによるものであります。 

 最後に、本市独自の新型コロナウイルス感染

症対策と財源について御説明いたします。 

 前回までの３回の予算補正では、必要な財源

を主に前年度繰越金と財政調整基金取りくずし

により措置してまいりました。 

 このたびの予算補正では、歳出においては財

源更正を、歳入においては財政調整基金取りく

ずしを減額することにより、新型コロナウイル

ス感染症対策の財源全体を整理したところであ

ります。 

 本市独自の新型コロナウイルス感染症対策の

事業費は、補正予算第２号から今回の第５号ま

でで合計約２億９，８００万円となりましたが、

このたびの国の臨時交付金約１億４，２００万

円に寄附金、ポーランド陸上連盟の事前合宿受

入れ中止など事業の中止による経費の減など、

さらには議会運営費の減額分３５０万円を加え

て、約１億８，１００万円を財源とすることが

できましたので、必要な一般財源は、約１億１，

７００万円になります。 

 これに今回の補正で必要になった新型コロナ

ウイルス感染症対策以外の事業の一般財源を加

え、これまでの予算補正をまとめると、一般財

源総額で１億９，０３６万９，０００円が必要

額となり、繰越金１億２，０００万円と財政調
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整基金取りくずし７，０３６万９，０００円で

充当するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○棚井裕一委員長 質疑は、歳入歳出を区分し

て行います。 

 初めに、歳出からの質疑とし、１款議会費、

２款総務費についての質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、３款民生費、４款衛生費についての質

疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 ４款衛生費についてお尋ねし

ます。 

 今回の新型コロナウイルス感染症対策として、

医療機関が大変な緊張が強いられる場面も増え

まして、今後もそういう場面も続いていくかと

思いまして、こうした支援は必要だと考えます。 

 その上で、今後の医師会との連携についてお

尋ねしたいのですが、昨日の報道でも、新型コ

ロナウイルスに対するＰＣＲ検査を飛躍的に向

上させる必要があるという報道もありましたけ

れども、隣の山形市でも、医師会と連携して、

ドライブスルー方式でのＰＣＲ検査とか、今後

やる予定のようですけれども、本市でのＰＣＲ

検査の実施について、何か医師会との連携、話

合いというのが行われているのかお示しくださ

い。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 ＰＣＲ検査につきま

しては、新聞報道でも、県のＰＣＲ検査の体制

を今後充実していくという報道がされておりま

すが、基本的には県との協議をしながら進める

ことと考えております。 

 現時点で、上山市医師会との具体的なＰＣＲ

検査についての協議は、特に進めているものは

ございません。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 なかなかＰＣＲ検査、難しい

側面があるかと思いますけれども、最近は、唾

液での検査だとか、あるいは簡易キットによる

検査だとか、あるいは組立式の検査キットも、

今開発されていて、普通の開業医でも十分実施

できるような体制ができつつあると思いますの

で、今後、どういう判断をするか難しいと思う

のですけれども、ＰＣＲはちょっと難しいとし

ても、抗体検査は可能ではないかと思うのです。

これは、看護師が被検者の指に針を刺して血液

を採取して、わずか１５分ぐらいで検査結果が

出るというので、抗体検査によって、かなり新

型コロナの感染状況を知る上でも、あるいは今

後の、我々市民が安心して暮らしていくために

も、非常に有効な検査だと思うのですけれども、

抗体検査について、医師会との連携とか、そう

いう模索はできないものかどうか、お示しくだ

さい。 

○棚井裕一委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 各医療機関の体制等

の状況等もあると思いますので、今後、医師会

と、その必要性等につきましても、状況を見な

がら検討してまいりたいと思います｡ 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、５款労働費、７款商工費についての質

疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、８款土木費、９款消防費についての質

疑、発言を許します。 



－１２８－ 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 次に、１０款教育費についての質疑、発言を

許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 １０款教育費について、教育

機器整備事業費ということで、ＧＩＧＡスクー

ル構想の前倒しということで、今後の非常に必

要な分野だと思います。 

 そこで、今回、ハードウエアについての整備

ということで予算計上されていますけれども、

実際の運用ということでソフトウエア、どうい

う内容になるのかということについてお尋ねし

たいのですけれども、具体的にテレビ会議シス

テムの導入だとか、あるいはユーチューブの活

用だとか、あるいはインターネットの専用サイ

トに入って学習する方式とか、いろいろな方式

があるかと思うのですけれども、現在のところ、

どういうソフトを考えていらっしゃるのか、も

し分かればお示しください。 

○棚井裕一委員長 管理課長。 

○土屋光博管理課長 機器または機器整備、タ

ブレット等を導入してまいる考えでございます

が、その中には、もう標準的に使えるものもご

ざいますし、それから、インターネットに接続

可能でございますので、その中で、各種既存の

デジタル教材等がございますので、そちらを、

これからでございますが、学校現場とも確認し

ながら、使える学校の勉強等、授業等との兼ね

合いも見まして、必要な教材を選んで使ってい

くような形で考えているところでございます。 

○棚井裕一委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 ちょっともう少し、分からな

いので教えてほしいのですけれども、具体的に、

例えば、今後第２波が来て、また休校というよ

うな措置になった場合には、どのような学習形

態になるのでしょうか。 

○棚井裕一委員長 学校教育課長。 

○遠藤 靖学校教育課長 そういったところに

備えての学習形態あるいは必要なコンテンツ等

について、ＩＣＴの支援員を活用しながら、今、

メディア研究委員会というものを立ち上げてお

ります。その中で、必要性という部分でどうい

ったものが可能であるか、そういったものにつ

いても調査研究をしていくということになりま

す。 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で歳出についての質疑を打ち切ります。 

 次に、歳入についての質疑、発言を許します。

枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 最後に財政課長が総合的なこ

とをおっしゃったのですが、２億９，８００万

円から、国からの臨時交付金１億８，１００万

円を差し引き、持ち出しが１億１，７００万円

というようなことだったと思うのですけれども、

その後の、お金の出入りの説明をもう一度、聞

き取れない部分もありましたのでお願いします。 

○棚井裕一委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 繰り返しますけれども、

今回の補正まで含めまして、コロナ対策として

２億９，８００万円、事業費を計上したという

ことでありまして、国の臨時交付金あるいは事

業中止になる部分等々含めると１億８，１００

万円、何とか財源を確保することができたとい

うことで、必要な一般財源は１億１，７００万

円となったということであります。 

 これをどういうふうに充てたかといいますと、

今回の補正は、コロナ対策だけではなくて、通

常の事業もございましたので、そういったもの
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を含めると、一般財源ベースでいくと１億９，

０００万円必要になったということでございま

して、繰越金１億２，０００万円で、まず充て

た。そして、財政調整基金取りくずしで７，０

３６万９，０００円を充てたと、そういう構造

になってございます。 

○棚井裕一委員長 枝松直樹委員。 

○枝松直樹委員 当初予定していたよりも、市

の負担が少なくなったというふうに思いますが、

金が余るということはありませんけれども、こ

の先、今まで第３弾まで来ていますから、それ

以降の対策にも、まだ耐え得る財源があると思

っておりますが、いわゆる予定していたよりは

圧縮できたと考えてよろしいですか。 

○棚井裕一委員長 財政課長。 

○平吹義浩財政課長 あくまでも、コロナ対策

ということで、当初予算では想定していなかっ

た事業が出てきましたので、財政的には、当然

マイナスの方向に進んでおります。 

 ざっと申し上げますと、最後に申し上げた財

政調整基金７，０００万円の取りくずし、これ

が想定していたよりも多いなということで、今

後、どういうふうに財源といったものを確保し

ながら財政運営していくかなというのが課題に

なってくると認識しているところでございます｡ 

○棚井裕一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４２号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に討論に入ります。 

 討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４２号令和２年度上山市一般会計補正予

算（第５号）は、原案のとおり可決すべきもの

と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４２号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○棚井裕一委員長 以上で当委員会に付託され

ました全議案の審査は終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは正副委員長に御一

任願いたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○棚井裕一委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 以上で予算特別委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１０時３１分 閉 会 

 


